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平成29年3月期連結業績予想数値と実績値との差異、並びに
個別業績実績値と前期実績値との差異に関するお知らせ

　平成28年11月4日に公表しました平成29年3月期連結業績予想数値と比較して、本日公表の
決算において、下記の通り差異が生じましたので、お知らせいたします。
　また、本日発表の平成29年3月期の個別業績において、 前期実績値との間に差異が生じま
したので、あわせてお知らせいたします。

記

(1) 平成29年3月期連結業績予想数値と実績値との差異
【平成28年4月1日～平成29年3月31日】 （単位：百万円）

 前回発表予想（Ａ） 3,100,000 200,000 210,000 145,000 328円64銭 
 実　 績 　値（Ｂ） 3,169,542 266,685 286,693 159,956 362円54銭 
 増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋69,542 ＋66,685 ＋76,693 ＋14,956 -
 増 減 率（％） ＋2.2% ＋33.3% ＋36.5% ＋10.3% -
（参考）前年同期実績
（平成28年3月期）

3,180,659 195,308 209,109 116,660 234円98銭 

(2) 平成29年3月期個別業績実績値と前期実績値との差異
【平成28年4月1日～平成29年3月31日】 （単位：百万円）

 前 期 実 績 （Ａ） 1,609,065 51,801 76,151 78,593 158円28銭 
 当 期 実 績 （Ｂ） 1,687,836 106,396 120,210 87,671 198円68銭 
 増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋78,771 ＋54,595 ＋44,058 ＋9,078 － 
 増 減 率（％） ＋4.9% ＋105.4% ＋57.9% ＋11.6% － 

(3) 差異が生じた理由
　① 連結業績予想値と実績値との差異
　日本、インド、欧州等での四輪車の販売が好調に推移したことや為替が想定よりも円安と
なったこともあり、 売上高で695億円（2.2％）、営業利益で667億円（33.3％）、経常利益
で767億円（36.5％）、それぞれ予想数値を上回りました。
　親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、当第４四半期会計期間（2017年1～3月
期）において特別損失としてタイの四輪車事業用資産等で減損損失 331億円を計上したこと
もあり、予想数値に対し150億円（10.3％）の増加となりました。

　② 個別業績実績値と前期実績値との差異
　個別業績につきましては、売上高は登録車販売や輸出の増加などにより 前期に比べ788億
円（4.9％）増加しました。 営業利益は為替影響がありましたが、登録車販売の増加などに
よるミックス改善効果や輸出増加による損益改善等により前期に比べ 546億円（105.4％）
増加、経常利益は441億円（57.9％）増加しました。
　当期純利益は特別損失としてスズキ モーター タイランド社等について関係会社株式・出
資金評価損を計上しましたが、経常利益の増加に加え、投資有価証券売却益の増加もあり、
前期に比べ91億円（11.6％）増加しました。
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